









編 集 後 記
知待 ちかね,16号 を澄 とどけします。 長谷田編集長のモッ トー,「 小学生に もわか るよ
うに 」が編集委員は勿論,著 者の方 々に も御理解いただいて,毎 号興味深 く,わ か りやす く,
しか も格調の高い話題を毘供してい るもの と自負しています。 今号 トヅ プの藤田先生,今 年
5月のいちょう祭の時,公 開 された超高EE電子顕微鏡の前で 自ら説明役 を買ってで られ,御
自慢の 「生物を生 きたまま観測 できる」とい うキャッチフレーズの説 明には泳いでいる魚の
絵 がありま した。ま さに我が 「センターだ より」のモッ トーにぴった り。しかも今回の原稿
には万人 向 きの解説の 中に もキ ラッと光 る何か(藤 田先生の表現)が ちやんと海 さめ られて
います。転位のダイナ ミックスは最新の御研究だそ うで貴重なデー タは表紙 にかざ らせてい
ただ きました。編 集会議の席では写真提供者の苦労 も知 らないで 「もっとコン トラス トは強
くな らないのかな 」とか 「四枚 もい らないだろ う,一 枚だけにしょう」とか勝手な意 見が出
・ましたが,原 稿をいただ きに上った山本編集委 員が,藤 田先生か ら「これはこの超高 圧電子
顕微鏡でないととれない貴重な写真であ り,し かも転位 のダ イナ ミックスをみるには四枚組
んでないと意味 をなさない 」と言われた 旨報告 があ り一件落着。素人 目に美 しい写真 をとる
だけな らば こんな3MVも の顕微鏡は不用との ことです。一同成程。
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